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設計コンセプト

安心して出産できる周産期施設
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　イムス富士見総合病院は、急性期総合病院として地域に貢献することを目標にしてまい
りました。その柱のひとつとして、小児医療・小児救急医療があります。そして、新たに
周産期医療を開始することとなり、新病棟・周産期棟を建築し、年３月日より運用
を開始しました。
　今、あえて周産期医療に挑戦する意味をご理解いただきますようお願いいたします。ま
た、これまでご協力いただきました全ての関係者の皆さまにご報告いたしますとともに、
この場を借りてお礼を申し上げます。
　入院のお部屋床は全て個室で提供することはもちろん、外来待合も個室とし、母子・
家族が安心して過ごせるような工夫に努めています。出産についても、陣痛、分娩、回復
を一つのお部屋で過ごすことができる専用室（ＬＤＲシステム）を導入し、少しでも快適
に過ごせるような設備にしました。
　当院が所在する埼玉県富士見市周辺は、若い世帯も増えていて、出生数が低下していな
い地域です。子育ての環境を総合的に下支えするために、当院の小児科、小児外科、新生
児科、そして産科は、必ずお役に立てると考えています。妊婦健診、出産、産後ケア、乳
児健診、子育て支援を各診療科と各部署とが連携し、妊婦さん、赤ちゃん、お母さん、ご家
族にとってより身近で利便性の高い医療サービスを提供できるよう尽力してまいります。

　今回はＣ館周産期棟の新設です。Ａ館（年）設計当時「将来に渡って秩序ある成長」
を共通コンセプトとしました。
　当病院は小児から高齢者まで、高度急性期、急性期から回復期まで診るものであり、今
回周産期が加わることにより正にAll Life Hospitalになります。施設・設備面でもバイパ
ス側外構に東西軸に沿って設備・サービスヤードを通すなど、成長と変化に対応できるよ
う設計してまいりました。

　周産期棟としては、この地域においては後発になり、長所を明確にする為の具体策がコ
ンセプトになりました。
　「①総合病院に時間サポートされ、安心して出産できる周産期施設②感染症対策とし
て一般患者とは隔絶された建物及びプライベート空間の確保③既存建物とはイメージを一
新した外観」などです。
　①については、Ｃ館の周産期手術室を、Ｂ館Ａ館の手術部と渡り廊下で繋げ、手術部内
部で緊急搬送できるようにしました。②周産期棟のエントランスは病院全体のエントラン
スとは別に設けています。建物内には、１階診察室への控室としてプライベートルーム、
病室は全て個室など、ファミリーだけで過ごせる空間を多く設けました。③について、外
観はジュエリーボックス（宝石箱）というイメージで纏めました。

ヒューマンケアデザイン代表取締役社長　木義寛
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■工　事　件　名：イムス富士見総合病院Ｃ館増築工事
■工　事　場　所：埼玉県富士見市鶴馬－１
■発　注　者：医療法人財団　明理会
■設計・監理：株式会社ヒューマンケアデザイン一級

建築士事務所
■施　　　工：大末建設株式会社東京本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・階数：ＲＣ造地上５階・塔屋１階建て
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年月～年３月


